
「私が返済します」            2026 年 07月 24日 

ですから、あなたが私を仲間と見なしてくれるなら、オネシモを私と思って迎え入れて

ください。また、彼があなたに何か損害を与えたり、負債を負ったりしていたら、それは

私の借りにしておいてください。私パウロが自分の手でこう記します。私が返済します。

あなたが自分を、私に負うていることは、言わないでおきましょう。そうです。兄弟よ、

私は主にあって、あなたから喜びを得たいのです。キリストにあって、私の心を元気づけ

てください。私はあなたが聞き入れてくれると確信して、この手紙を書きました。私が言

う以上のことさえもしてくれるでしょう。同時に、私のために宿の用意もしておいてくだ

さい。あなたがたの祈りによって、そちらに行かせてもらえるように望んでいるからです。

キリスス・イエスにあって私と共に捕らわれの身となっているエパフラスが、あなたによ

ろしくと言っています。私の協力者たち、マルコ、アリスタルコ、デマス、ルカからもよ

ろしくとのことです。主イエス・キリストの恵みが、あなたがたの霊と共にありますよう

に。（フィレモン17～ 25） 

 

パウロは、私をキリストにつながる仲間と見なしてくれるのなら、オネシモを私と思っ

て、迎え入れてくださいと頼んでいる。「彼があなたに何か損害を与えたり、負債を負っ

たりしていたら、それは私の借りにしておいてください 。」 オネシモがあなたに損失を与

えたり、金銭の債務があれば、それを私の借りにしておいてください。「私が返済します」

と連帯保証人を申し出ている。「私パウロが自分の手でこう記します 。」 パウロは目が悪

かったので、手紙は弟子に代筆させていた。しかし、重要なことを記す場合には、パウロ

自身が、大きな字で書いた。オネシモの借りは、私が支払うと自筆で認めている。「あな

たが自分を、私に負うていることは、言わないでおきましょう 。」 フィレモンはパウロに

負い目があったが、そのことは不問にしましょうといっている訳である。こう言われると、

フィレモンはパウロの要求を受け入れる以外にはないだろう。「そうです。兄弟よ、私は

主にあって、あなたから喜びを得たいのです。キリストにあって、私の心を元気づけてく

ださい。私はあなたが聞き入れてくれると確信して、この手紙を書きました 。」 パウロら

しい、拒むことができない物言いである。更に、「私が言う以上のことさえもしてくれる

でしょう。同時に、私のために宿の用意もしておいてください。あなたがたの祈りによっ

て、そちらに行かせてもらえるように望んでいるからです」と、そちらに行った時の宿の

依頼もしている。パウロは逃亡奴隷のオネシモを信仰に導き、私の子と言って、愛してい

る。彼を主人フィレモンの下に送り返すに際し、負債があるなら、私が支払うとまで言っ

ている。キリストを信じる者として、奴隷としてではなく、愛する兄弟として受け入れて

ほしいと願っている。信仰が同じでも、奴隷は主人の命令に従う、人権を持たない所有物

に過ぎない。パウロの奴隷観は、「召されたときに奴隷であっても、それを気にしてはい

けません。自由の身になれるとしても、そのままでいなさい（Ⅰコリント 7:21 ）」 である。

古代、中世社会では、奴隷制は当然で、批判する精神はまだ生まれていない。パウロの奴

隷観を非難できないが、奴隷オネシモへの深い愛を綴っている。パウロと共に捕らわれの

身にあるエパフラス、パウロの協力者たちのマルコ、アリスタルコ、デマス、ルカからあ

なたによろしくとの挨拶を記している。最後は、「主イエス・キリストの恵みが、あなた

がたの霊と共にありますように」という祝福の言葉で締めくくっている。フィレモン書は

小書簡であるが、パウロの信仰と愛を示している。 


